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基本理念基本理念基本理念基本理念

　人口減少・少子高齢化が進行する中、地域の活力を高め、心豊かな暮らしを次の世
代に引き継いでいくためには、私たち一人ひとりの毎日が輝いていなければなりません。

　本市では、前計画の基本理念「ともにつくり　ともに生きる　人・まち・くらし」のもと、
市と市民が協力しあいながら、その実現に取り組んできました。こうしたこれまでの取
組を土台としながら、さらなる発展につなげていくためには、自分らしい生き方や可能性
の追求、新しいことへの挑戦をためらわない環境やそれを後押しする気運が大切であり、
それぞれの個性や価値観を互いに尊重し、共感しあう社会を築くことが求められます。

　共感は、多様性と寛容性から生まれ、誰にとっても心地よい暮らしと、個性や能力を
発揮できる居場所や仲間をつくります。人と人が交わり、活動や体験を共有し、喜びを
わかちあうことを通じて、新たな価値を共に創造する共創へとつながります。
　共創は、日々の変化や明日への期待、まちへの愛着をもたらし、一人ひとりがいきい
きと暮らし、このまちを次の世代に引き継いでいくための原動力となります。

　市と市民、市民と市民の対話を大切にしながら、共感と共創を通じて、人・まち・くら
しがいたるところで響きあい、心を躍らせ、輝きあう毎日の実現を目指していくこととし、
基本理念を次のように定めます。

○年齢や性別などを問わず、自分らしくいきいきと輝いている「人」

○にぎわいにあふれ、多彩な魅力に満ちている「まち」

○四季の移り変わりのように彩り豊かで、心うるおう「くらし」
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響きあう 心躍る  人・まち・くらし

～ 共感と共創で輝く秋田市へ ～
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